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出足早く、社会保障拡充の取り組みをすすめよう!!  
7 月 22 日、6 カ月間にわたった通常国会が閉幕し

ました。この国会で安倍政権が行ったことは、「西日

本豪雨災害での人命より賭博を優先する」「戦後労働

法制の土台を覆す『残業代ゼロ制度』の強行」「戦争

する国づくりへの暴走」です。もう「ウソつき」の安

倍政権はご免です。憲法 9 条改憲の発議を許さず、

「憲法 25条を守れ」を合言葉に、「格差」と「貧困」

を生み出している安倍政権を終焉させるたたかいを

繰り広げようではありませんか。 

西日本を中心とした記録的豪雨により、多数の死

者、安否不明者をはじめ膨大な被害が発生しました。

各組織では、被災者救援のための募金活動、ボランテ

ィア派遣などに取組んでいます。不幸にも亡くなられ

た方のご冥福をお祈りしますとともに、一刻も早い復

旧・復興に向けた支援をすすめましょう。 

消費税引き上げと社会保障費の削減にねらいを定めた「骨太方針 2018」 

安倍政権は、6月 15 日の閣議で「骨太の方針 2018」を閣議決定しました。骨太方針では、「2019

年 10 月 1 日に予定されている消費税率の 8％から 10％への引き上げを実現する」と明記し、一方

で社会保障は「自然増の抑制」と削減方向を示しました。骨太方針を策定する経済財政諮問会議で

は、経団連や大企業の委員が、消費税増税について「経済界が求めてきた」「高く評価したい」と発

言しているように、財界の要求丸のみです。 

医療では、現行は原則 1 割である 75 歳以上の窓口負担の「見直し」を明記しています。財務省

の財政制度等審議会の「建議」ではすでに「2 割負担」が提起されており、負担引き上げの方向は

明らかです。かかりつけ医以外の外来で受診した患者から追加負担を徴収する「受診時定額負担」

の導入や、薬剤費の自己負担の引き上げなども記されています。 

介護では、要介護 1.2 の人の地域支援事業への移行による介護保険サービスの利用抑制、介護保

険を利用するために欠かせないケアマネによるケアプラン作成の有料化、老人保健施設や介護療養

病床で、現在は自己負担がない多床室の室料の有料化などが挙げられています。 

国民健康保険では、「国保財政の健全化」のためとして、市町村の「法定外繰り入れ」を解消させ

る施策の強化を打ち出しています。繰り入れができなくなればいまでも高すぎる国保料（税）はさ

らに引き上がることになります。 

骨太方針 2018 で「基盤強化」として示されたものは、国民の願う社会保障充実の基盤強化では

なく、国民負担増・給付抑制の「基盤強化」です。消費税に頼らず、大企業・富裕層に応分の負担

を求めて財源を確保し、社会保障の充実への転換が必要です。消費税 10％への大増税ストップ、骨

太方針 2018の具体化ストップの運動をすすめましょう。 

秋に向けた運動の重点 

①国保・介護保険などの改善を求めて

県・市町村への要請と懇談の推進 

②75 歳以上の医療費 2 倍化反対の宣

伝・署名行動の推進 

③県・市町村の 9月議会に向けて、75

歳以上の医療費 2 倍化反対の意見

書採択を求める陳情書提出 

④後期高齢者医療の保険料不服審査

請求運動の推進 
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7.19後期高齢者２倍化反対宣伝行動、署名 67筆!! 
「75 歳以上の医療費 2 倍化反対実行委員会」は、7 月

19 日、伊勢佐木町モールで、第１弾の街頭宣伝行動を実

施しました。宣伝行動には 21 人が参加し、中でも保険医

協会からは 5人の医師を含めて 8人が参加しました。 

当日は炎天下で人通りは少なかったものの、50分間で、

チラシ約 200 枚配布し、なんと 67筆の反対署名を集める

ことができました。 

宣伝開始前から自ら署名を申し出る高齢者もいて幸先

のいいスタート。参加者が次々とマイクをとり訴えを始

めると、2割化の動きについて「知らなかった」とする方

が圧倒的で、あっちこっちで対話の輪ができました。「年

金も減る一方なのにこれ以上の負担は耐えられない」「身

内を介護しているが、介護費用に加えて医療費も増える

と生活が苦しい」などの声が寄せられました。 

実行委員会は、毎月宣伝行動を行なうこととし、8 月下

旬にも行う予定です。茅ヶ崎社保協が 7月 25日に宣伝行

動を行なうなど、各地域での取り組みが広がっています。 

草の根で署名運動の展開を!!２割化反対出前学習会スタート 

実行委員会の事務局団体である保険医協会による、75 歳以上 2 割化をはじめとする患者負担増の

問題性を知らせていく「健康講話出前学習会」がスタートしました。7 月 14 日と 24 日には、医療

生協かながわで、高津

区・久地診療所にて学習

会を開催しました。参加

者からは「そもそもなぜ

後期高齢者医療制度が

始まったのか」「川崎市

もかつて老人医療は無

料だった。 70 歳以上は

無料にと我々側から強

く打ちすべきでは」等の

意見が寄せられました。 

新婦人では、「健康講話

出前学習会」開催の呼び

かけが始まっており、各

組織・地域での開催をす

すめていきましょう。 

知らないが圧倒的!! 

保険医協会 

75歳以上の医療費 2倍化反対チラシ 
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後期高齢者医療の保険料「不服審査請求」を進めよう 

2008 年に後期高齢者医療制度の導入を強行したとき、当時の政府は、「姥捨て山だ・差

別医療はやめろ」の大反撃にあい、その批判を和らげようと保険料の「特例軽減措置」を

おこないました。そうした経過があるにもかかわらず、安倍政権は、「特例軽減措置」を

基本的に廃止としました。「特例軽減措置」の廃止により、昨年から多くの対象者の保険

料が引き上がりました。とりわけ所得のない人、少ない人が大きな被害をうけています。  

そうしたもとで昨年、年金者組合神奈川県本部と県社保協、高齢期運動連絡会は共同し

て、「不服申請」を呼びかけ、112 人の方が神奈川県後期高齢者医療広域連合に提出しま

した。今年 3 月末に開催された広域連合議会では保険料を 1 人平均 2,590 円引き下げまし

た。これは私たちの運動の成果でもあります。  

さらなる引き下げを求めて、今年は昨年を大きく上回る不服審査請求運動にしようと

下記のように取り組みをすすめます。すでに、県内各地で 8 月下旬から 9 月初旬にかけ

て「不服審査請求のつどい」の開催が具体化されています。多くの参加を実現していきま

しょう。  

８月下旬から９月初旬 

 
＜各地域での不服審査請求のつどい開催＞ 

●「不服審査請求とは」「後期高齢者医療制度とは」の学習のつどい 

●「不服審査請求書」の作成・・・「保険料決定通知書」と印鑑を持参 
 

 

９月１８日（火）13:30～ 

 
＜神奈川県後期高齢者医療審査会への不服「審査請求書」の提出＞ 

●各地の代表による提出・・・県健康保険局・保険医療部 
 

 

採決時期は「年明け」 

 
＜神奈川県後期高齢者医療審査会の審理・採決＞ 

●処分庁（保険者＝神奈川県後期高齢者医療広域連合・市町村）の弁明書 

●弁明書に対する「不服審査請求者」の「反論書」 

●「反論書」に対する処分庁からの「再弁明書」 

●県後期高齢者医療審査会の審理・採決（裁決書の被保険者への送付） 
 

 

裁判まで考えていません 

 「裁判までやるの・・・」という心配の声があると思いますが、そこまでの運動は考えていません。 

「高すぎる保険料は耐えられない」という世論を喚起する運動です。 
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地域から社会保障守る運動を！！  
横須賀市社保協の 2018年度総会が、

7月 1日に開催されました。総会には、

11 団体から 34人が参加しました。 

学習会として、中央社保協の是枝一

成さん（現事務局次長）から、「地域で

社会保障の解体が始まる～政府の『我

が事・丸ごと地域共生社会』を斬る～」

と題して講演しました。是枝さんは、

この間の政府による社会保障の解体

攻撃を明らかにし、いまとこれからど

ういうことをすすめようとしているのかについて、大阪弁を丸出しに具体的でわかりやすい話をさ

れました。そして、攻撃を跳ね返すためには地域からの運動が必要であり、その中心に地域社保協

が座ることが大切と力説しました。参加者からは、「話もおもしろく、分かりやすかった」との感想

が寄せられました。 

その後、総会議案として、1 年間の活動報告、活動方針、予決算、新役員などの提案を行い、討

論ののち、議案を満場一致で採択しました。 

横須賀市社保協では、2019 年度に向けた対市要求について 8 月の幹事会に案を提出して論議す

ることとしています。また、75 歳以上の 2倍化反対の宣伝行動、後期高齢者医療制度保険料不服審

査請求のつどいを具体化することとしています。 

8月 1 日（水）中央社保協運営委員会・介護障害部会 10:00日本医労連会館会議室 

8月 3 日（金）県社保協 2018年度第 2回常幹 14:00建設プラザ 3Ｆ会議室 

8月 4 日（土）原水禁世界大会・広島（6日まで） 

8月 7 日（火）原水禁世界大会・長崎（9日まで） 

8月 9 日（木）県民連絡会代表者会議 13:30県民センター会議室 

8月 10日（金）県社保協第 2回幹事会 14：00保険医協会会議室 

8月 16日（木）安保法制違憲訴訟口頭弁論 11:00横浜地裁 

8月 18日（土）安倍首相を逃がすな 8.18桜木町街宣 15:30桜木町駅前 

8月 21日（火）県民連絡会代表者会議・県への要求書提出 15:00県庁本庁舎大会議室 

8月 24日（金）県社保協医療保険改善委員会 13:00神商連会議室 

        消費税廃止各界連宣伝行動 14:00伊勢佐木町有隣堂前 

8月 25日（土）日本母親大会 in高知（26日まで） 

8月 27日（月）憲法 25条共闘集会 14:00建設プラザ 4F会議室 

8月 28日（火）県社保協介護保険改善委員会 16:00民医連会議室 

        介護のつどい実行委員会 18:00民医連会議室 

8月 29日（水）県後期高齢者医療広域連合議会（案内はこれから） 

8月 30日（木）高齢期運動連絡会幹事会 14:00年金者組合会議室 

9月 1 日（土）神生連 50周年のつどい 12:00市従会館ホール 

横須賀市社保協総会 


